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　忘れていた色んなことを、今日、ようやく思い出しました。
　真っ暗な闇のような空。ネオン色の緑の大きな月。その大きな月の下で凛と
立ちはだかる女性。金色の髪。スラッと伸びた肢体。端正な顔に不釣り合いな
ほど険しい顔をして。細い指先をこちらに向けている。…キミは誰？
「貴方を倒す。――それだけが私の〝生きる証〟」
　そしてその女性は蝶の如く華麗に飛翔し、僕に飛び掛ってくる。
　危ない。
　今、〝出来たばかり〟の僕には何も分からなくて、ただ恐くて（いや、その頃は
恐いという感情さえなかった。今となっては恐いと思う）、目をぎゅっと瞑った。
すると女性は苦痛の声を上げ、遠くに弾き飛ばされてしまった。僕は何もしてい
ないのに、頭の中がぐしゃぐしゃで、でも心のどこかではソレを楽しいと思っていて。
　――分からない。
　呆然と女性を見ていると、
「やはり、他に手立ては無いようですね」
　鋭い目つきで僕を睨んだかと思うと、視線をずらし、更に遠くのものを見つめる。
　そこには火の粉が舞い上がった機械の塊とヒトが一人横たわっていた。

「ごめんなさい」
　何度そう呟いたことか。
　長い年月を彼の中で、懐かしい緑の夜を心のどこかで思い出しながら、意味さえ
分からない懺悔の言葉に涙を流した。
　でも、今日、あの女性のお陰でようやく思い出しました。思い出せました。
　僕は、存在自体がイケナイのです。
　僕の存在自体が、皆の命を散らすスイッチだからです。
　だから、僕は生まれてきちゃいけなかった。
　でももう駄目。僕は此処に居る。そして外へ出てしまった。
　カチッとスイッチは音を立て、終焉への歯車は動き出し、永遠の夜の始まりを
告げる金は叩かれてしまった。だから、もう遅いのです。僕の存在そのもの≠死
なのです。僕が何もしなくても、世界は終わってしまうのです。
「ごめんなさい」
　僕が十年前のあの日、生まれさえしなければ良かったのにね。
　僕が十年前のあの日、あの女性に殺されれば良かったのにね。
　僕が十年前のあの日、キミ以外の人に封印されていれば、キミをこんなにも
苦しめ責められることも無かったのにね。
　
　だから、ごめんなさい。
*

「綾時君、今頃どうしてるんだろう…」
　真実を告げられてから、綾時の姿を消してしまった。学校も無断欠席でメール
の返信も来ず、彼の現状を知るものを誰一人としていない。
「どうして？」
「私ね…思うんだ。綾時君って素直で優しい子だから、きっと私達と同じように
色んなこといっぺんに思い出しちゃって苦しがってるって…」
「そうだ、な…」
「一人で…泣いてるんじゃないかな…。彼のことだから…」
*

　あれからというもの、僕は毎日朝まで眠れずに過ごしています。思い出してからの
日々、闇のような空の下、ネオン色の満ち欠けを繰り返していく月を仰ぎながら、
自分の全てを悔やんでいます。涙はもう枯れてしまいました。声ももう掠れてしまい
ました。延々と泣いていたからでしょうか。もう空笑いすら出来ません。それでも、
涙がでなくても、声が掠れても、僕は毎晩毎晩、ネオン色の月を仰ぎながら啼いている
のです。
　もうすぐ訪れる約束の時間まで。
　でも、きっとその日会った僕を見て、彼らはきっと僕を庇うでしょう。
　だから、哀しくするのは止めます。
　せめて彼らの前でくらい、笑顔の「望月綾時」でありたいからです。そうでなければ
彼らは、せっかくのチャンスを間違って選んでしまいます。もう彼に、彼らに、辛い
思いはさせたくありません。
「――時間だ」
　僕は時計に目を向ける。
　十二月三十日で止まっていた時計は動き出し、十二月三十一日・零時を刻みだす。
　さあ、哀しくするのは止めよう。
　
せめて彼らの前でくらい、笑顔でありたいから――。
